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ノムラファンドマスターズ日本小型株 
運用報告書(全体版) 

 
第15期（決算日2019年２月15日） 

 
作成対象期間（2018年２月16日～2019年２月15日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2004年３月５日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

信託財産の成長を目標に積極的な運用を行うことを基本とします。主として、国内の株式を実質的な投資対象とする投資信託証券に投

資し、中長期的にわが国の小型株市場全体のパフォーマンスを上回る投資成果を目指します。投資信託証券への投資にあたっては、別

に定める投資信託証券（以下「指定投資信託証券」といいます。）の中から、定性評価、定量評価等を勘案して選択した投資信託証券

に分散投資を行うことを基本とします。投資信託証券への投資にあたっては、実質的に投資する国内の株式が主として小型株を中心と

する中小型株から構成されることを意識して、投資を行うことを基本とします。なお、組入投資信託証券については適宜見直しを行い

ます。指定投資信託証券は定性評価、定量評価等を勘案して適宜見直しを行います。 

主な投資対象 主として有価証券に投資する投資信託証券を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

投資信託証券への投資割合には制限を設けません。 

外貨建て資産への直接投資は行いません。 

株式への直接投資は行いません。 

デリバティブの直接利用は行いません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から基準価額水準等を勘案して分配します。

留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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ノムラファンドマスターズ日本小型株

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

11期(2015年２月16日) 14,327 220 21.4 186.83 23.5 99.0 5,809 

12期(2016年２月15日) 12,857 200 △ 8.9 168.23 △10.0 97.1 3,654 

13期(2017年２月15日) 16,685 500 33.7 229.54 36.4 99.0 3,916 

14期(2018年２月15日) 19,815 700 23.0 269.13 17.2 97.0 3,879 

15期(2019年２月15日) 18,380 600 △ 4.2 248.18 △ 7.8 99.2 3,406 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

 

＊ ベンチマーク（＝Russell/Nomura Small Capインデックス）は、当社がファンドにおける組入資産の評価時点に合わせて計算を行ったもの

です。なお、設定時を100として指数化しています。 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2018年２月15日 19,815 － 269.13 － 97.0 

２月末 21,085 6.4 286.13 6.3 99.0 

３月末 20,780 4.9 278.02 3.3 99.2 

４月末 21,301 7.5 288.51 7.2 99.4 

５月末 21,021 6.1 284.38 5.7 99.3 

６月末 21,000 6.0 282.90 5.1 99.0 

７月末 21,269 7.3 287.40 6.8 99.0 

８月末 20,717 4.6 279.20 3.7 99.3 

９月末 21,641 9.2 288.51 7.2 98.9 

10月末 19,271 △2.7 254.27 △ 5.5 99.0 

11月末 20,244 2.2 265.98 △ 1.2 99.2 

12月末 17,938 △9.5 234.63 △12.8 99.4 

2019年１月末 18,177 △8.3 240.09 △10.8 99.1 

(期  末)      

2019年２月15日 18,980 △4.2 248.18 △ 7.8 99.2 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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ノムラファンドマスターズ日本小型株

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2018年２月15日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）ベンチマークは、Russell/Nomura Small Capインデックスです。ベンチマークは、作成期首（2018年２月15日）の値が基準価額と同一と

なるように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

基準価額は、期首19,815円から期末18,380円となりました。 
 

（上昇要因） 
・トランプ米大統領が米朝首脳会談の開催を発表し、地政学的リスクが後退したこと 
・米政府が中国に対し新たな通商交渉を提案したことを背景に米国と中国の通商問題が改善
するとの見通しから、為替が米ドルに対し円安となり、企業業績への期待が高まったこと 
 

（下落要因） 
・中国スマートフォンメーカー幹部が米国の要請によりカナダで逮捕されたことなどを受け、
米中通商協議への期待が後退したこと 

・FOMC（米連邦公開市場委員会）において利上げが決定されたことや、米国の暫定予算案が
成立せず一部政府機関が閉鎖されたことなどから、米国経済の減速懸念が高まったこと 
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ノムラファンドマスターズ日本小型株

○投資環境 

日本の株式市場は、トランプ米大統領が米朝首脳会談の開催を発表し、地政学的リスクが後

退したことや、米国と中国の通商問題が改善するとの見通しから、為替が米ドルに対し円安と

なり、企業業績への期待が高まったことなどから９月下旬まで堅調に推移しました。その後は

中国スマートフォンメーカー幹部が米国の要請によりカナダで逮捕されたことなどを受け、米

中通商協議への期待が後退したことや、米国の暫定予算案が成立せず一部政府機関が閉鎖され

たことにより、米国経済の減速懸念が高まったことなどから世界的に株式市場が下落し、当期

間中では値下がりとなりました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

・投資信託証券組入比率 

投資方針に基づいて、期を通じて高位の組入れを維持しました。 

 

・指定投資信託証券（投資対象ファンド）の見直し 

当期間における指定投資信託証券（投資対象ファンド）の見直しは行いませんでした。 

 

・投資対象ファンドへの投資の状況 

引き続き、定性的に高く評価するファンドを組入上位としつつ、ポートフォリオ全体で、投

資する株式の割安度や企業規模の分布といった投資スタイルなどのリスクのバランスを考慮

して、各ファンドの投資比率を決定しました。 

また、ポートフォリオ全体のリスク特性がベンチマークに対して大きくかい離しないように

するため、［野村ジャパンドリームF］などの投資比率を引き上げました。 
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ノムラファンドマスターズ日本小型株

○当ファンドのベンチマークとの差異 

今期の基準価額の騰落率は－4.2％となり、

ベンチマークの－7.8％を3.6ポイント上回りま

した。 

 

【主な差異要因】 

（プラス要因） 

・［野村ジャパンドリームF］の騰落率が、小型

株指数を上回ったこと 

 

（マイナス要因） 

・［野村日本小型株ファンドＦ］の騰落率が、

小型株指数を下回ったこと 

 

 

 

 

 

◎分配金 

収益分配については、基準価額水準等を勘案して決定しました。 

留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第15期 

2018年２月16日～ 
2019年２月15日 

当期分配金 600  

(対基準価額比率) 3.161％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 600  

翌期繰越分配対象額 8,380  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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ノムラファンドマスターズ日本小型株

◎今後の運用方針 

引き続き、以下のように、定性的に高く評価したファンドを中心に、リスク分散に考慮しな

がら投資することで、多くの運用者の資産運用力を効率よく活用し、運用目標の達成を目指し

てまいります。 

 

（１） 各投資対象ファンドについて、ファンドの運用目標を中長期的に安定して達成する可能

性を定性的に評価します。 

（２） 各投資対象ファンドのリスク特性（注）（値動きに影響を与える特徴的な要因）を定量的に

分析します。 

（３） 定性的に高く評価したファンドを中心に組み入れ、かつポートフォリオ全体としてのリ

スク特性がベンチマークと大きくかけ離れないよう、組入ファンドの投資比率の調整を

行います。 

 
（注）ここでいう「リスク特性」とは、投資する株式の割安度や規模の分布（投資スタイルとも言われます）や業種の配分など、各ファンド

の値動きに影響を与える特徴的な要因をいいます。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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ノムラファンドマスターズ日本小型株

○１万口当たりの費用明細 (2018年２月16日～2019年２月15日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 209  1.026  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (103)  (0.508)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 99)  (0.486)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  7)  (0.032)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 1   0.003   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 210   1.029    

期中の平均基準価額は、20,370円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2018年２月16日～2019年２月15日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 

内 

 口 千円 口 千円  
野村日本小型株ファンドＦ 2,708 96,157 4,883 163,430  

アムンディ・ターゲット・ジャパン・ファンドF 2,217 78,299 3,865 131,919  
野村ジャパンドリームF 4,240 72,923 12,533 233,157  

合 計 9,165 247,380 21,281 528,507  
 
＊金額は受け渡し代金。 

＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊銘柄コード等の変更があった銘柄は、別銘柄として掲載しております。 

 

投資信託証券 
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ノムラファンドマスターズ日本小型株

○利害関係人との取引状況等 (2018年２月16日～2019年２月15日) 

 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
投資信託証券 247 247 100.0 528 528 100.0 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
信託銀行です。 

 

○組入資産の明細 (2019年２月15日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

野村日本小型株ファンドＦ 43,398 41,223 1,324,412 38.9 

アムンディ・ターゲット・ジャパン・ファンドF 33,075 31,427 1,032,565 30.3 

野村ジャパンドリームF 66,535 58,242 1,022,321 30.0 

合 計 143,008 130,892 3,379,299 99.2 
 
＊比率は、純資産総額に対する評価額の比率。 

＊評価額の単位未満は切り捨て。 

＊銘柄コード等の変更があった銘柄は、別銘柄として掲載しております。 

 

○投資信託財産の構成 (2019年２月15日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 3,379,299 95.5 

コール・ローン等、その他 159,952 4.5 

投資信託財産総額 3,539,251 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

利害関係人との取引状況 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年２月15日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 3,539,251,385   

 コール・ローン等 159,951,503   

 投資信託受益証券(評価額) 3,379,299,882   

(B) 負債 132,579,203   

 未払収益分配金 111,207,235   

 未払解約金 2,239,599   

 未払信託報酬 19,071,956   

 未払利息 244   

 その他未払費用 60,169   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,406,672,182   

 元本 1,853,453,930   

 次期繰越損益金 1,553,218,252   

(D) 受益権総口数 1,853,453,930口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 18,380円 
 

（注）期首元本額は 1,958,006,263 円、期中追加設定元本額は

70,843,819円、期中一部解約元本額は175,396,152円、１口当た

り純資産額は1.8380円です。 

○損益の状況 (2018年２月16日～2019年２月15日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       29,887   

 支払利息 △       29,887   

(B) 有価証券売買損益 △  115,991,074   

 売買益 95,029,376   

 売買損 △  211,020,450   

(C) 信託報酬等 △   40,327,058   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  156,348,019   

(E) 前期繰越損益金 1,193,129,765   

(F) 追加信託差損益金 627,643,741   

 (配当等相当額) (    449,243,137)  

 (売買損益相当額) (    178,400,604)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,664,425,487   

(H) 収益分配金 △  111,207,235   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,553,218,252   

 追加信託差損益金 627,643,741   

 (配当等相当額) (    449,243,137)  

 (売買損益相当額) (    178,400,604)  

 分配準備積立金 1,081,941,915   

 繰越損益金 △  156,367,404   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2018年２月16日～2019年２月15日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2018年２月16日～ 
2019年２月15日 

a. 配当等収益(経費控除後) 0円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 471,306,224円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 1,193,149,150円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,664,455,374円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 8,980円 

g. 分配金 111,207,235円 

h. 分配金(１万口当たり) 600円 
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ノムラファンドマスターズ日本小型株

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 600円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

信用リスク集中回避のための投資制限に関する所要の約款変更を行いました。 

 ＜変更適用日：2018年11月７日＞ 
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ノムラファンドマスターズ日本小型株

《指定投資信託証券の運用内容》 
 

ノムラファンドマスターズ日本小型株に組み入れている各投資信託証券については、次頁以降にそれぞれ

直前の作成期における運用内容を掲載しております。 
 

指定投資信託証券 ページ 

野村日本小型株ファンドＦ Ｐ11 

野村ジャパンドリームF Ｐ23 

アムンディ・ターゲット・ジャパン・ファンドF Ｐ35 

＊当期末において組み入れているファンドについて運用内容の掲載をしております。 
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